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下で完全に萌芽 し,ま た早い萌芽が収量に影響すると

いうことは植付時期に関 してはみられなかった。

収量面からみると,年 によって変動がみ られるもの

の, 10月 半ばまでの植付は
'月
植えに比較 してそれ

ほど大きな減収 となることはないが, 11月 にはいる

と減収がかなり明瞭 となり, 特に 11月 後半には ,月

植えの 1割近い減収 を見込まねばならないものと考え

られる。 しか しながらこの程度の減収でも,従来考え

られていたように 10日 以降の植付が適期植えに比べ

2～ 3割以上減収するというようなことはなく,ニ ン

ニタの植付時期は
'月
の適期植えを中心にしてかなり

幅が広いと思われる。
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1は じ め に

県北畑作地帯には, 昭和 46年 ころからナガイモの

ケース栽培が広まってきている。

この裁培法の長所は収穫労働力の低減にあると言わ

れているが,反面では奇形の発生が多く,商品価値を

落す欠点もある。

そこで,奇形イモの発生理由を究明 して適切な技術

体系化を図るとともに,無 ケース普通裁培 との比較有

利性を確かめる必要にせまられていた。

以上のような背景から,県 北分場では軽米町農協の

協力を得てこの問題にとり組んできたが,ほぼ結論が

得 られたのでその概要を報告 し各位のご叱正を仰ぎた

|｀。

2試 験 方 法

試験実施場所 県北分場圃場
品 種・ 材 料  トッタリイモ, 2年子 150,

栽 植 密 度   110“ ×50“,305株/a
植 付時 期   5月 29日
施 肥 量 (″/a)N-15+10+10
P205~55 聰0-15+10,10

追肥時期は フ月中旬と8月 中旬

試験区の構成 (第 1表 )

第 1表  試験区の構成

5試 験 結 果

1 ケース裁培 とイモの外観
無ケース栽培のイモは,丸みを帯び短太で トックリ

状を呈する。品種名の出来でもあ りこれを正常な形態

と考 える。

これに対 し,ケ ース裁培のイモは一般に偏平で細長

くなり,ヶ ―スの影響が顕著となっている。 ヶ―スの

埋め込み角度については, 30° ～ 45° の 範 囲では明

らかな形態上の差は認められなかった。

第 2表  奇形いもの発生率

問題は奇形イその発生であって,第 2表 に示すよう

にケース裁培は無ケース普通裁培 より多 く, とくに角

度が浅い埋め込みで多発 している。奇形の種類は分岐

イモが主で,次 いで亀裂イ■であった。深い埋め込み

角度では平イモは多少増加するが,奇形イその合計で

は浅い理め込みより少なくなっている。

区番号 5番は トレンチャー使用の普通裁培で,平 イ

モは発生 しているが,奇形イモは約半分に減少 してい

る。

区番号 6番 は トレンチャーを使わない無ケース裁培

区で,多種の奇形イモが発生 しているが, これは土の
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硬度・構造に基因するもの と思われる。

また,奇形イモはケースの破損や埋め込みの歪由の

際に多発することが観察 され,ヶ ―ス埋設時の支持力

の不均―による悪影響が認められた。

2 収量に及ぼす影響

第 5表  収   量

とくに収畢差が大きいのはトレンチャー耕の有無で,

ケースの有無にかかわらず 20¢ 位 トンンチャー耕によ

る増収が認められる。

3 ケースの埋設角度と労働量

第4表  所要労働時間調査 (時間/a)

ケース裁培においては,収穫労働が低減される反面

ケース埋設の労働力を多 く要することになる。第 4表

のように,ケ ースの角度 35° が最も省力的で, 浅 い

(30° )と 掘取 りは容易であるがケースの埋設に労カ

が多 くかかる。

他方, 40° 以上に角度が深くなると埋設にも掘取 り

にも労力を要 し,45° の角度 では合計値 で普通裁培

(5区 トレンチャー耕無ケース栽培 )よ りむしろ多労

49年度 においては第 5表 のとおリケース栽培が普

通栽培よりやや少収の傾向 となったが,前年はその逆

であって,両者間の収量差は少ないものと思われる。

ヶ―スの埋設角度については,角 度の浅いものが収

量的にやや勝 る傾向が示 されている。

となってしまう。

びナむ

ナガイそのケース栽培は,ケ ース埋設には労力がか

かるが,掘 取 りが容易で,合計では労働力の低減にな
る長所があると云われている。

建設の労働力はヶ―スの角度による差が大きく,35°

立が最も省力的である。

また, ケース栽培では奇形イモが発生しがちで,浅
い角度で多発する。労働力と奇形イその両面から,埋

設の際の角度は 35° 位が適当 と考えられる。

奇形の発生要因は必ず しも明確ではないが, ヶ―ス

の破損や歪曲で多発する点から,イ モがケースによっ

て規制され,伸長が強制 される際の抵抗力の相互関係
に起因するであろうと思われる。

商品としては奇形部 を除去することで,現段階では

価格差がないとされている。この点が前提にならなけ

れば (価格差が生するならば )ヶ ―ス栽培は決定的に

不利である。

また,35° 位の角度のケース裁培でも,省 力ではあ

るがケース代 (資材費 )が 加算 されるため経済的に必

ず しも有利とは言いがたい。

結局,春 には多少労働力にゆとりがあ り,秋季掘取
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り労働力を低減 したい条件において,ケ ース裁培の有  利性があるであろう。

カーネーション栽培技術確立に関する試験

― ― 夏 切 り 栽 培 の 問 題 点 ――

村 邦 夫・ 児 玉  さえ子
(宮城県園芸試験場 )

1ま え が き

宮城県のカーネーションは, 昭和 49年度の作付面

積が加温室 51200ノ , 無加温室 4.100″ ,計 55.500

″ ,生産額は加温室 1億 5,000万円,無加温室 2,000万

円,計 1億 5,000万 円にのぼ り, キタについで重要な

切花品目である。

品種は最近までコーラルが大部分で,作型は,年末

と母の日の出荷 を目標に,生育にとって悪条件の夏を

幼苗ですごす 6月 定植, 10月 ～ 5月 採花の型 をとっ

てきた。 しかし,シ ム系大輸種の導入にともない, ウ

イルス・ フリー苗を使った頂芽挿 し薔の普及により,

苗の確保の点から, 4・ 5月 定植あるいは周年定植を

実施する農家がふえつつある。宮城県の夏は比較的冷

涼ではあるが,技 術的には高温による諸問題の発生が

考えられるとともに,無加温簡易′ヽウスでの夏切 り裁

培の導入の可能性も考慮 して,大輪系品種の高温期の

裁培の問題点について検討を加えた。

2試 験 方 法

昭和 48年度には大輪系 10品種を供試し,4月 下旬

定植,摘心 1回 , 4本仕立 として夏切 り栽培適品種 を

検索 した。 昭和 49年度には,シ ョッキング・ピンタ・

シム,セ プリア,シ ブヤ●2を供試 し, 4月 22日 定

植,描心 1回 , 4本仕立 とし,ま た,ボ ー トレー ト,

イプニング・ レッドは,4月 22日 ,5月 23日 , 6月
22日 と定植期を

'力
月ずつずらし, 1回 半摘心, `

本仕立 として収量,切花品質について検討 を加えた。

さらに,夏期高温期の発色不良の問題 を解決するため,

花弁のアントシァン含量に対する夜温の影響について,

特に発色の悪いショッキング・ ピンタ・ シムを用いて

検討を加えた。試験区は夜温 を自然温,20C,15C
の 3区 とした。処理方法は, 4月 22日 5号鉢に 1本

植えとしてハウス内で育苗 し,薔長 15け に達 した 6

月 25日 から温度処理 を開始した。 日中は室内の窓際

に置き,午後 4時 30分 から午前 8時 30分 までは所

定の温度の定温器に入れ,10,000ル ッタスの照明をタ

イマーで作動 して自然 日長に近い14時間日長 とした。

分析は,完全開花時に採花 し,外側から2層 目の花弁

5枚 を選び,直径 1"に バンチしてQ02%塩酸酸性メ

タ′―ル 4Cで 5日 間抽出 し, 2 0CCに 希釈 して 510

"μ
で吸光度を測定 した。

3 結果および考察

昭和 48年度の結果,11月 上旬までに 1株当 り7～

8本採花でき,赤 ではセプリア,桃色ではシブヤLP

発色不良ではあるが濃桃色のショッキング・ ピンク・

シムが有望 と思われた。 昭和 49年度の摘心 1回 での

結果は第 1図 のとおりである。ショッキング・ ピンク・

シム,セ プリアは 7月 上旬, シブヤL.Pは 7月 中旬開

花を開始 し,盛期は 3品種 ともに 7月 中旬～ 8月 中旬

で, 9月 には 2番花が開花 をはじめた。 1回半摘心で
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